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����　
今
、
私
た
ち
は
地
球
規
模
に
お
い
て
、
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
気
候

変
動
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
食
料
需
給
逼
迫
懸
念
と
い
う
、
生
活

し
て
ゆ
く
上
で
不
可
欠
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
・
食
料
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
日
本
は
こ
れ
ら
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
影
響
に
対
し
、
ま
た
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
、
医

療
、
介
護
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
ゆ
く
べ
き
か
を

考
え
る
時
期
に
い
る
。
将
来
の
活
き
活
き
と
し
た
暮
ら
し
と
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
社
会
的
な
仕
組
み
の
整
備
と
と
も
に
、
私

た
ち
自
身
が
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
新
し
い
考
え
方
・
価
値
観
で
の
生
活

を
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
本
号
で
は
、「
二
〇
二
〇
年
の
生
活
像
を
考
え
る
」
を
特
集
テ
ー
マ
と

し
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
生
活
者
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
に
ど
の
よ
う
な
変

化
が
あ
り
う
る
の
か
、
そ
の
変
化
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
招
き
う
る
の

か
、
問
題
の
解
決
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
機
会
を
提
起
し

た
。「
二
〇
二
〇
年
」
と
い
う
時
期
は
、
今
か
ら
約
一
〇
年
少
し
先
と
、
私

た
ち
に
と
っ
て
遠
す
ぎ
て
関
係
が
な
い
と
思
う
ほ
ど
の
未
来
で
も
な
く
、

逆
に
近
す
ぎ
て
現
在
の
生
活
の
延
長
で
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も
な
い
、
ち

ょ
う
ど
適
し
た
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。�

　
本
稿
の
次
項
で
社
会
環
境
変
化
を
概
観
し
た
の
ち
、
特
に
主
要
な
も
の

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
の
識
者
の
方
々
に
論
点
を
提
示
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
後
半
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究

所
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
が
今
年
実
施
し
た
生
活
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

生
活
者
の
方
々
が
二
〇
二
〇
年
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
描
き
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
試

み
て
い
る
。�

�����　
次
に
、「
人
口
・
少
子
化
・
労
働
力
」、「
高
齢
化
・
長
寿
化
・
介
護
」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
地
球
温
暖
化
・
食
料
」、「
家
庭
・
家
族
」
に
つ
い
て
概
観
し
て

み
た
い
。�

■
人
口
・
少
子
化
・
労
働
力

　
世
界
の
人
口
は
、
一
九
八
〇
年
に
四
四
億
人
、
一
九
九
〇
年
に
五
三
億

社
会
環
境
変
化
の
概
観

は 

じ 

め 

に

2
0
2
0
年
の
生
活
像
を
考
え
る
�

　
―
社
会
環
境
変
化
と
生
活
者
の
意
識
を
踏
ま
え
て
―
�
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�

人
、
二
〇
〇
〇
年
に
六
一
億
人
と
推
移
し
、
現
在
六
七
億
人
に
達
し
て
お

り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
七
六
億
六
七
〇
〇
万
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
今
後
増
加
す
る
と
見
ら
れ
る
約
一
〇
億
人
の
約
八
四
％
を
発
展
途
上

国
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
人
口
増
加
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
食
料
需

要
の
増
加
が
、
地
球
温
暖
化
の
進
展
や
世
界
の
食
料
需
給
に
与
え
る
影
響

は
き
わ
め
て
大
き
い
。�

　
一
方
、
日
本
の
総
人
口
は
、
二
〇
〇
五
年
の
国
勢
調
査
で
は
一
億
二
七

七
七
万
人
で
あ
り
、
前
年
に
比
べ
て
約
二
万
人
減
少
し
て
い
る
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
予
測
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
推
計
）

で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
長
期
的
に
一
・
二
六
に
落
ち
着
く
と
い
う
前

提
の
試
算
（
中
位
仮
定
）
で
、
二
〇
二
〇
年
の
総
人
口
は
一
億
二
二
七
四

万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、

二
〇
一
五
年
か
ら
世
帯
数
が
減
少
し
始
め
る
。
家
族
類
型
で
は
「
単
独
世

帯
」
は
二
〇
〇
五
年
の
二
九
・
〇
％
か
ら
今
後
も
増
加
を
続
け
、
二
〇
二

〇
年
に
は
三
三
・
一
％
を
占
め
る
見
込
み
で
あ
る
。
単
独
世
帯
は
疾
病
や

災
害
な
ど
の
社
会
的
リ
ス
ク
に
弱
い
た
め
、
地
域
や
社
会
に
よ
る
支
援
が

よ
り
必
要
と
な
る
（「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
（
全
国
推
計
）」、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。�

　
人
口
の
減
少
が
経
済
・
社
会
に
対
し
て
も
た
ら
す
影
響
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
経
済
成
長
の
原
動
力
で
あ
っ
た
労

働
力
人
口
の
減
少
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。�

　
日
本
の
労
働
力
人
口
は
、（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
推
計
に

よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
に
六
六
五
七
万
人
だ
っ
た
も
の
が
、
労
働
市
場
へ

の
参
加
が
進
ま
な
か
っ
た
場
合
、
二
〇
一
七
年
に
は
六
二
一
七
万
人
、
二

〇
三
〇
年
に
は
五
五
八
四
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
措
置
や
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
策
な
ど

の
各
種
雇
用
政
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
働
く
意
欲
と
能
力
を
持
つ
全
て
の

人
々
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
が
実
現
す
る
場
合
に
は
、
労
働
市
場
へ
の
参

加
が
進
ま
な
か
っ
た
場
合
と
比
較
し
て
、
全
体
で
二
〇
一
七
年
に
は
約
三

四
〇
万
人
、
二
〇
三
〇
年
に
は
約
六
〇
〇
万
人
増
加
と
な
る
（『
平
成
二

〇
年
版
労
働
経
済
白
書
』
厚
生
労
働
省
）。�

　
一
つ
は
、
労
働
生
産
性
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
同
時

に
女
性
や
高
齢
者
の
能
力
を
も
っ
と
活
か
す
べ
く
、
就
業
参
加
を
し
や
す

く
す
る
こ
と
が
労
働
力
不
足
を
補
う
鍵
と
な
る
。
家
庭
生
活
と
仕
事
の
調

和
を
図
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
施
策
の
充
実
・
整
備
が
、
女

性
の
就
業
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
労
働
生
産
性
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
率
先
し
て
推

進
さ
れ
て
い
る
。�

　
個
人
が
多
様
な
働
き
方
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
企
業
の
労
働
力
も
高
め

う
る
も
の
と
し
て
、
今
後
の
社
会
、
生
活
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
、
大
沢
真
知
子
氏
に
詳
し

く
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
（
二
六
頁
〜
三
一
頁
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
」
参
照
）。�

�■
高
齢
化
・
長
寿
化
・
介
護

　
日
本
は
、
今
や
先
進
国
一
の
高
齢
国
家
と
な
っ
た
。
日
本
の
高
齢
化
率

（
総
人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
一
九
九
五
年
の
一
四
・

六
％
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
は
二
〇
・
二
％
へ
と
、
一
〇
年
で
五
・
六
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。
二
〇
二
〇
年
に
は
、
二
九
・
二
％
に
な
る
見
通
し
で
あ

り
、
イ
タ
リ
ア
の
二
三
・
二
％
、
ド
イ
ツ
の
二
二
・
四
％
、
イ
ギ
リ
ス
の
一

八
・
九
％
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
数
字
で
あ
る
（「
日
本
の
将
来
人
口
推
計
」、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）（
図
１
参
照
）。�

　
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、
夫
婦
の
み
、
あ
る
い
は
単
身
で
生
活
す
る

期
間
が
長
く
な
る
。
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
と
い
う
面
で
は
、
公
共

空
間
で
の
監
視
機
能
な
ど
の
安
全
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
防
犯
安
全
に
お
け

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
に
お
い
て
、
建
築
技
術
や
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
な

ど
が
、
住
環
境
計
画
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
込
ま
れ
て
ゆ
く

必
要
が
あ
ろ
う
。�

　
介
護
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
身
近
に
発
生
し
な
い
間
は
、

さ
ほ
ど
意
識
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
が
介
護
さ
れ
る
立
場
に

な
っ
た
場
合
、
す
る
立
場
に
な
っ
た
場
合
と
も
想
像
以
上
の
負
担
と
な
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加
が
進
ま
な
か
っ
た
場
合
と
比
較
し
て

全
体
で
二
〇
一
七
年
に
は
約
三

四
〇
万
人
、
二
〇
三
〇
年
に
は
約
六
〇
〇
万
人
増
加
と
な
る
（『
平
成
二

〇
年
版
労
働
経
済
白
書
』
厚
生
労
働
省
）。�

　
介
護
に
つ
い
て
は

そ
の
よ
う
な
事
態
が
身
近
に
発
生
し
な
い
間
は

さ
ほ
ど
意
識
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
が
介
護
さ
れ
る
立
場
に

な
っ
た
場
合
、
す
る
立
場
に
な
っ
た
場
合
と
も
想
像
以
上
の
負
担
と
な

る
。
心
身
の
機
能
や
状
態
に
も
よ
る
が
、
高
齢
夫
婦
に
と
っ
て
自
宅
で
の

介
護
は
、
昨
日
ま
で
の
平
穏
な
日
常
生
活
が
一
変
し
、
と
も
す
れ
ば
そ
の

負
担
の
た
め
に
夫
婦
共
倒
れ
を
招
き
か
ね
な
い
。
訪
問
介
護
、
病
院
や
施

設
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ

り
、
い
っ
そ
う
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
仕
組
み
の
整
備
が
望
ま
れ
る
。
現

時
点
で
も
施
設
数
は
不
足
気
味
で
あ
り
、
重
労
働
で
あ
る
介
護
現
場
の
人

手
不
足
と
と
も
に
課
題
で
あ
る
。�

　
今
後
の
高
齢
化
社
会
で
は
、
総
合
的
な
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
、
地
域
社
会
の
絆
を
強
め
て
、
高

齢
者
や
要
介
護
者
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
仕
組
み

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。�

　
六
五
歳
を
境
と
さ
れ
る
「
高
齢
者
」
は
、
知
力
・
経
験
と
も
に
豊
か
な

人
生
の
師
で
あ
り
、
そ
の
活
躍
の
場
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

私
た
ち
が
抱
き
が
ち
な
、
い
わ
ゆ
る
引
退
者
と
は
異
な
る
こ
れ
か
ら
の

「
高
齢
者
」
像
に
つ
い
て
、
高
見
澤
た
か
子
氏
に
論
考
を
い
た
だ
い
た
（
三

二
頁
〜
三
七
頁
、「
二
〇
二
〇
年
の
高
齢
者
像
│
『
老
い
』
を
『
成
熟
』
と

捉
え
る
世
代
│
」
参
照
）。�

�■
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
球
温
暖
化
・
食
料

　
労
働
力
と
と
も
に
、
日
本
の
発
展
を
牽
引
し
て
き
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
」
も
大
部
分
は
輸
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
一
九
六

〇
年
に
は
五
七
％
で
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
、
そ
の
後
大
き
く
低

下
し
、
二
〇
〇
五
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
四
％
で
あ
る
（『
エ
ネ
ル

ギ
ー
白
書
二
〇
〇
八
年
版
』
経
済
産
業
省
）（
次
頁
、
図
２
参
照
）。�

　
地
球
温
暖
化
の
面
で
は
、
二
〇
〇
六
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
、
基
準
年
に
比
較
し
て
約
一
二
％
増
で
あ
る
が
、
部
門

別
で
は
業
務
そ
の
他
部
門
と
家
庭
部
門
と
が
三
〇
％
を
超
え
る
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
効
率
的
な
利
用
技
術
・
機
器
が
開
発
さ
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
飛
躍
的
に
進
展
し
て
は
い
る
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
目
標
の
達

成
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
私
た
ち

が
求
め
る
効
用
を
生
む
過
程
で
の
ロ
ス
を
極
力
減
ら
す
と
と
も
に
、
私
た

ち
自
身
豊
か
さ
の
価
値
観
を
見
直
し
、「
も
っ
た
い
な
い
」
意
識
を
持
ち
、

無
駄
遣
い
の
な
い
「
賢
い
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
心
掛
け
て
ゆ
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
特
に
太
陽
の
光
や
熱
を
利
用
し
て
、

自
ら
消
費
す
る
も
の
は
自
ら
生
産
す
る
生
活
者
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ま
ち
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
多
様
な
共
有
・
共
用
・
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図2 日本のエネルギー総供給構成および自給率の動向

協
力
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
整
備
が
望
ま
れ
る
。�

　
日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
、
一

九
六
〇
年
の
七
九
％
が
二

〇
〇
七
年
に
は
約
四
〇
％

に
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の

数
字
は
、
世
界
各
国
の
中

で
も
下
位
に
位
置
す
る
。

主
要
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ

一
一
九
％
、
イ
ギ
リ
ス
七

四
％
、
フ
ラ
ン
ス
一
三
〇
％
、

ド
イ
ツ
九
一
％
と
比
較
す

る
と
、
海
外
依
存
度
の
高

さ
が
際
立
つ
。
そ
の
中
身

を
見
る
と
、
食
料
を
世
界

各
国
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、

日
本
の
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
は
、
総
量
で
は
約
九
〇

〇
〇
億
ト
ン
・
km
と
、
こ

れ
も
ま
た
世
界
各
国
と
比

較
し
て
群
を
抜
い
て
大
き

な
数
字
で
あ
り
、
国
民
一

人
当
た
り
で
も
世
界
一
位

で
あ
る
（
二
〇
〇
一
年
農

林
水
産
省
に
よ
る
試
算
）。

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
は
、

「
食
料
の
生
産
地
か
ら
消

費
地
ま
で
の
輸
送
距
離
」

の
意
味
で
あ
り
、
重
量
×

距
離
で
表
す
。
こ
の
数
値

が
大
き
い
と
輸
送
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
お
金
を
投
じ
て
輸
入
し
た
食
料
で
あ
る
が
、

国
民
一
人
当
た
り
供
給
熱
量
（
二
〇
〇
四
年
度
）
で
見
る
と
、
実
際
に
摂
取

さ
れ
た
の
は
二
五
六
四
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
中
の
一
八
四
六
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
あ

り
、
約
三
割
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
計
算
と
な
っ
て
い
る
（『
平
成
一
九
年
版

食
育
白
書
』
内
閣
府
）。
今
後
は
、
就
業
人
口
の
減
少
、
従
事
者
の
高
齢
化
、

農
地
面
積
の
減
少
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
輸
入
依
存
の
形
態
が
急
速
に
改
善

さ
れ
る
見
通
し
は
な
い
。�

　
食
料
需
給
面
で
の
脆
弱
な
構
造
、
無
駄
の
多
い
消
費
実
態
を
踏
ま
え
、
私

た
ち
が
今
後
、
生
活
上
の
安
全
保
障
面
に
関
わ
る
「
食
」
の
問
題
を
ど
う
考

え
、
行
動
し
て
ゆ
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
石
弘
之
氏
に
詳
し
く
論
じ
て
い
た

だ
い
た
（
八
頁
〜
一
三
頁
、「
ど
う
な
る
日
本
の
『
食
』」
参
照
）。�

�■
家
庭
・
家
族

　
少
子
化
、
核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、
家
庭
を
取
り
巻
く
社
会

状
況
が
変
化
し
、
家
族
の
絆
、
家
庭
と
地
域
社
会
と
の
絆
が
以
前
と
は
異
な

っ
た
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。「
二
〇
二
〇
年
の
生
活
像
」
を
考
え
る
上
で

は
、
家
庭
・
家
族
の
動
向
は
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
家
庭
内
外
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
果
た
し
て
き
た
機
能
が
、
異
な
っ
た
状
況
下
で

ど
の
よ
う
に
補
完
さ
れ
う
る
の
か
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。�

　
家
族
が
食
卓
を
囲
み
、
食
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会

の
減
少
は
、
親
が
子
供
に
社
会
生
活
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
教
え
る
機
会
の

減
少
と
な
り
、
子
供
を
育
む
上
で
の
家
庭
の
機
能
が
弱
ま
っ
て
き
た
。
ま
た
、

少
子
化
や
家
族
の
小
規
模
化
に
よ
り
、
兄
弟
姉
妹
や
近
所
の
子
供
同
士
が
ふ

れ
あ
い
、
喧
嘩
を
し
な
が
ら
育
つ
と
い
う
接
点
も
失
わ
れ
て
き
て
い
る
。
家

庭
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
社
会
へ
の
関
わ
り
が
い
っ
そ
う
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
、
近
隣
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
新
た

な
家
族
関
係
が
構
築
さ
れ
て
く
る
。
ま
た
、
共
働
き
家
族
が
増
加
し
て
く
る

中
、
円
滑
な
子
育
て
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
発
展
が
求
め
ら
れ
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
長
年
、
個
人
や
家
族
の
自
立
の
問
題
を
探
り
、

日
本
の
家
族
の
現
状
や
課
題
把
握
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
狭
間
惠
三
子
氏

6CEL Oct .  2008

2020年の生活像を考える�特 集

CEL本文3.3  08.9.25 4:51 PM  ページ 6



CEL

費
地
ま
で
の
輸
送
距
離
」

の
意
味
で
あ
り
、
重
量
×

距
離
で
表
す
。
こ
の
数
値

中

円
滑
な
子
育
て
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
発
展
が
求
め
ら
れ
る
�

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
長
年
、
個
人
や
家
族
の
自
立
の
問
題
を
探
り
、

日
本
の
家
族
の
現
状
や
課
題
把
握
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
狭
間
惠
三
子
氏

に
論
考
を
い
た
だ
い
た
（
二
〇
頁
〜
二
五
頁
、「
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
参
照
）。�

　
ま
た
、「
二
〇
二
〇
年
の
生
活
像
」
を
考
え
る
上
で
の
前
提
的
な
基
盤

と
し
て
、
経
済
・
政
治
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
関
す
る
課
題
と
論
点
を
、
白

石
浩
介
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
（
一
四
頁
〜
一
九
頁
、「
二
〇
二
〇
年

の
暮
ら
し
に
関
わ
る
経
済
・
政
治
課
題
に
つ
い
て
」
参
照
）。�

������　
当
研
究
所
で
は
、「
住
ま
い
・
生
活
」
に
関
し
て
生
活
者
が
抱
え
て
い
る

問
題
を
は
じ
め
、
期
待
す
る
姿
・
方
向
や
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
解
決

策
、
今
後
の
生
活
の
あ
り
方
な
ど
の
分
析
・
研
究
を
目
的
に
、
二
〇
〇
五
年

か
ら
毎
年
一
回
、「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生

活
意
識
調
査
」
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
近
未
来
と
し
て

「
二
〇
二
〇
年
」
を
設
定
し
、
個
々
の
暮
ら
し
の
状
態
、
理
想
の
社
会
像
、

不
安
や
期
待
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
消
費
行
動
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
た
。�

　
前
項
ま
で
に
触
れ
た
社
会
環
境
変
化
と
そ
れ
が
関
わ
る
諸
問
題
に
対

し
、
こ
の
意
識
調
査
を
通
じ
た
、
生
活
者
の
思
う
「
二
〇
二
〇
年
の
生
活

像
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
の
社
会
や
生
活
者
が
抱
え
る

課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、
こ
れ
を
解
決
し
て
ゆ
く
方
法
を
考
え
て
ゆ
く
ヒ

ン
ト
と
す
る
た
め
で
あ
る
。�

　
そ
の
結
果
は
、
当
研
究
所
所
員
に
よ
り
「
調
査
概
要
」
を
は
じ
め
と
し

て
、「
食
生
活
と
環
境
行
動
」、「
社
会
像
」、「
不
安
と
期
待
」、「
消
費
ス
タ

イ
ル
」
の
項
目
別
に
特
徴
分
析
を
行
い
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
生
活
者

の
意
識
を
解
説
し
た
（
三
九
頁
〜
六
八
頁
参
照
）。�

�

����　
今
回
は
、
特
集
テ
ー
マ
を
「
二
〇
二
〇
年
の
生
活
像
を
考
え
る
」
と
し
、
社

会
環
境
変
化
の
見
通
し
と
生
活
意
識
調
査
に
基
づ
く
生
活
者
の
方
々
の
思
い

を
ご
紹
介
し
た
。
望
ま
し
い
二
〇
二
〇
年
の
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

諸
課
題
に
ど
の
よ
う
な
対
処
が
必
要
で
あ
り
、
私
た
ち
自
身
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
行
動
を
し
て
ゆ
く
べ
き
か
を
考
え
、
実
践
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と

思
う
。�

　
課
題
は
多
様
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、「
個
人
の
能
力
を
尊
重
」
し
つ
つ
、「
共
に
」
生
き
る
、「
絆
を
強
く
し
て
」、

「
多
様
な
価
値
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
さ
せ
て
」
暮
ら
す
こ
と
を
、
生
活
者
そ
れ
ぞ

れ
が
意
識
し
、
実
践
し
、
仕
組
み
を
つ
く
る
の
に
努
め
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
齢
者
が
企
業
や
地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
仕
組

み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
供
給
の
仕
組
み
な
ど
、
人
的
に
も
物
的
に
も
シ
ェ

ア
し
、
補
完
し
、
無
駄
を
極
力
減
ら
す
発
想
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
気
づ
く
た
め
の
情
報
提
供
は
、
関
係
者
が
連
携
し
て
努
め
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
。�

　
私
ど
も
Ｃ
Ｅ
Ｌ
は
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
社
会
、
生
活
者
の
二
〇
二
〇

年
の
生
活
に
関
わ
り
の
あ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、
住
ま
い
・
生
活
、
都
市
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
領
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
と
発
信
・
提
言
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
今
回
の
よ
う
な
定
期
的
な
生
活
意
識
調
査
に
よ
る
検
証
と
、
社
会
の

あ
り
姿
の
実
現
の
た
め
の
実
践
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
今
特
集
で
の
報
告
内

容
も
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
社
会
・
生
活
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
介
し
て
官
民
諸
機
関
の
方
々
と
連
携
し
て
、
貢
献
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

（
大
阪
ガ
ス
（
株
）　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
 

所
長
）��

生
活
意
識
調
査
の
背
景
と
目
的

お 

わ 

り 

に
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